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Satawal島 にお け る伝 統 的 航海 術

　　　その基本的知識の記述と分析

秋 道 智 彌*

Fundamentals of Satawalese Navigational Knowledge

Tomoya  AKIMICHI

   This paper describes some of the basic information about 
navigational knowledge employed by the navigators of Satawal 
Island, in the Central Caroline Islands of Micronesia. 

   Most navigational knowledge covers various aspects of natural 
and supernatural phenomenon, such as stars and constellations, 
waves, winds, sea currents, birds, fish and the like, and it 
functions, more precisely, as an operational and cognitive device 
for dead reckoning, spatial and temporal orientation, land-finding, 
and weather forecasting. Each information set stands more or less 
by itself, and comprises a sub-system that is further organized into 
a larger system. Some sub-systems are for practical use and are 
shared equally among the navigators, whereas others are  somewhat 
esoteric and remain mostly as the secret knowledge of a few master 
navigators. 
   The materials described in this paper concern (1) counting 
and memorizing stars (ftaaflizi), (2) partnership of stars  (yidowumw), 
and (3) canoe orientation with reference to four stars  (yamas). 
These three sub-systems of knowledge are based on the Carolinian 
sidereal compass (naang lit. "heaven or sky"). In this compass 
stars are arranged symmetrically around the circumference of a 
circle, according to their positions of rising and setting on the 
horizon, on which 32 positions are occupied by 15 selected stars. 

   Originally, directional errors or discrepancy existed in this 
native compass, when compared with the magnetic compass, in 
terms of the actual position of stars, e.g., compass bearing. How-
ever, these errors (mostly less than 20 degrees) are compensated for 
technically and are perceived as relatively insignificant in actual

*国 立民族学博物館第2研 究部

617



国立民族学博物館研究報告　　5巻3号

navigation, since the compass enables the navigators to cognitively 
associate one star with its partner star  (yidowumw system) and with 
a certain set of three stars with reference to four canoe parts (yamas 
system), without observing simultaneously stars at opposite direc-
tions or at three different directions. Thus, the Carolinian sidereal 
compass is regarded as culturally important in the sense that 
navigators must learn it as a basic curriculum and follow it in 
actual sailing, and because the compass functions as a prominent 
device for space perception.

1.序 論

1・ 問題のありか

2.伝 統的航海術研究へのアプローチ

3.　 目的と方法,お よび調査地について

∬.Satawal島 における伝統的航海術

　1.航 海術修得儀礼

　2.航 海術の知識に関する一般的性格

皿.伝 統的航海術の基本的知識

　1.　 ス タ ー ・コ ンノxeス

2.paafuu

　3.yarowumw

　4.　yamas

lV.ス ター ・コ ンパ ス と 自然認 識

1.ス タ ー ・コ ンパ ス と コ ンパ ス方 位

　2.ス タ 一・コ ンパ ス と空 間認 識 モ デ ル

V.お わ りに

1。 序 論

1.問 題 の あ り か

　本論 は,中 央 カ ロリン諸島,Satawal島 に おける伝統的航海術 の調査報告第一報 で

ある。

　太平洋地域における民族移動が,陸 づた いではな く,数 百キ ロメー トル以上 もはな

れた島か ら島への遠洋航海(あ るいは,漂 流や偶発的 な海上移動)に よ っておお よそ

の ところ達成 された ことは,周 知の ことである。時代か らいえば紀元前 とされ るこの

大移 動が,移 動手段 としての船 と,航 海術 をぬ きに しては実現 しなか った ことも,あ

きらかであろう。すなわち,広 義の航海術 は,民 族移動を可能 な らしめる大前提であ

った。

　 こうした移動が,い つごろ,ど の ような経路 をへて おこなわれたのか という問題は,

考 古学や比較言語学の主要 な関心であ った。 そう した研究を通 じて,太 平洋地域 にお

ける時代 的,地 域的な民族移動の諸相が,次 第 にあき らかにされつつ ある[BELLWOOD

1975:9-28;SHuTLER　 and　 MARcK　 l　975:81-ll3;SHuTLER　 and　SHuTLER　 I　975;
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PAwLEY　 and　 GREEN　 1976:1-67;BELLWOOD　 l979]。

　 しか し他方,民 族移動や居住圏の拡大を可能な らしめた航海術 自体は,ど のよ うな

ものであ ったのだ ろうか。航海術の研究 が,方 法論的に も,地 域的 にも限定 されざる

をえなか ったのは,結 局,航 海 ない し航海術が,ご くかぎ られ た島じまで しかお こな

われていない とい うことに帰着す る。 もちろん,地 理上の発見以来,数 多 くの探検家

や旅行者 などにより書 かれた見聞記や記録が,過 去 においてお こなわれていた航海術

の実態を少 しで もしる手だて とはな る。 しか し,そ れ とて体系的 な情報がえ られるわ

けでは,け っしてない。

　 このような研究上の困難 は,実 験航 海とい うプロジェぞ トの実施 により,い くぶん

克 服された[HEYERDAHL　 I　951;LEwls　 1976:15-27,1977:1-23;HoRvATH　 and

FINNEY　 l976:47-54;FINNEY　 l979]。 しか し,そ れ とて,す でにある歴史 的事実

の前には,偉 大 なる傍証た りうるにす ぎないのである。

　 そ もそ も,航 海術の研究が,こ うまで限局 されざるをえなか った根本的理 由は,数

世紀間にわたる西洋文明 との接触 を通 じ,太 平 洋諸地域の伝統文化が変容 して しまっ

た とい う事実 をあげることがで きる。航海術その ものに即 していえば,大 型船,動 力

推進機関の導 入による海上交通の質的変化,列 強の植民地支配 にともな う遠洋航海 の

禁止,商 品経済 の浸透な どの理由で,従 来,経 済的 ・儀礼的機能をにな った交 易,戦

闘,社 会的交流 とい った 目的のための島嶼 問航海は,そ の必要性や可能性を徹底的 と

い って よいほど喪 失 した。た とえ,そ うした航海が,い ま もお こなわれている地域で

あ って も,外 来文化 の影響をまぬがれるζとはで きなか った。.部分的に しろ影一近代 的一

航海術の技術や知識,あ るいは,金 属器,合 成繊維製品,船 外機 とい った外来物資が

受容 されてい るか らである。

　 こうした状況のなかで,漁撈 や社会的訪 問のため,現 在なお,帆 走 カヌーに よる島

嶼間航海 をお こない,航 海術を,い わば生 活上 の生 きた知識 として活用 してい る人び

とがいる。 ミクロネシブの中央 カロ リン諸島の一部 の島 じまにすむ人 びとがそ うであ

る。

　 ミクロネ シアにおける民族移動 の大 きな流れか らすると,メ ラネシア地域か ら北上

した民族移動 の流れが,東 カロ リン諸島,な い しマーシャル諸 島に達 したのち,西 進 し

た結果,現 在 の中央 カロ リン諸 島民 の母胎を形成 したとされてい る[MARCK　 l　975;

ALKIRE　 1976]。 もちろん,民 族移動 自体は,単 に西か らとか東か らとい うので な く,

非 常 に錯綜 してお こなわれた ことは否定で きない。いずれにせ よ,中 央カ ロ リン諸島

民 の祖先が,現 在 と同 じように航 海者であった と,ほ ぼみなす ことがで きよ う。第二
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次大戦後,中 央カ ロ リン諸島で,航 海術研究が,と くにアメ リカ人類学 者によ り精力的

になされて きたのは,以 上 にのべた背景があ ったか らである[ALKIRE　 l965,1970=

1-73;GLADwlN　 1970;LEwls　 1975;RlsENBERG　 1976:91-128]。

　 その もっとも重要な調査地 とされたのは,Satawal島 の東方約300キ ロ メー トル に

位 置す るPuluwat環 礁 であ り,調 査が おこなわれたのは,1960年 代 後半以降 の こと

であ った。 しか し,わ れわれ の調査 したSatawa1島 もまた,学 術上,　Puluwat環 礁

以上 に重要な位置を占めるといえ る。Satawal島 の 航海者 たちがもつ技術や知識 の卓

越性を,最 近の10年 問 における,い くつかの遠洋航海 の成功 にみ ることがで きるか ら

である。 このなかには,1970年,約100年 ぶ りに復活 した,Satawal島 一Saipan島 間

の遠洋航海[McCoY　 l　976:129-138]や,そ の後,3回(1972年,1974年,1979年)

に わたる同様の航 海の成功,1975年,Satawa1島 一 沖縄間,約3,000キ ロメー トルの

遠洋航海をSatawal島 の カ ヌー,チ ェチ ェメニ号 がな しとげた こと,ハ ワイー タ ヒ

チ間 の実験航海に,Satawal島 の航海者,　Piainuk氏 が,航 海 の指導者 として参加 し

た こと[LEwis　 1977:1-23;FINNEY　 l　979ユ な どの諸事実がふ くまれ る。

　 に もかかわ らず,Satawal島 に おける航海術の調査研究は,ま った くとい ってよい

ほど手つかずの状態にあった。そのため,Satawal島 に おける伝統的航海術の調査 は,

学 術 的にきわめて必要 であった。

2.伝 統 的航 海術研究 へ の アプ ロー チ

　伝統的航海術を適確に定義づ けようとする ことは,き わめて難 しいといわ ざるをえ

ない。す くな くとも,文 字を もたない人 びとが,口 か ら口へと伝 えて きた航海術の知

識 が,数 百年以上にわたって,ま った くなんの発展 も,内 容 的変化 も経て こなか った

とは,考 え られないか らで ある。技術的,物 質的 な面 に して も,現 在,携 帯用無線機

(ウ ォーキー ・トーキー と称 され ている),磁 気 コンパス,時 計 などが,徐 々に普及 し

は じめてい るとい う事実 は,過 去 において も,な ん らかの技術的革新や改良があ った

ことを否定で きない,と いうことを示唆 している。いわゆ る 「近代的」 な部分を とり

さ って,「 伝統 的」 な中核を純 粋に抽 出す るとい った機械的操作は,不 可能 にちかい

といえる。 そこでむ しろ,さ まざまな 形をへ て変化 し,現 在 にいた った もの として

(長 い歴史 を もって いるとい う意味で),伝 統 的な航海術を位置づけた方が,生 産的で

あろ う。

　一方,航 海 とい うものは,遭 難や漂 流による死の危険性をつねにと もなうものであ

る。航海 の動機に して も,食 料獲得(ウ ミガメや魚を対象 とする),人 口圧 に よる新
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天地へ の移住,交 易や侵略の手段,と い うよ うに,そ の社会,あ るいは集 団の生存 と

密 接にかかわ る場合が ほとん どである[LEwls　 l975:277-292]。 こ うしてみると,

航 海術 の技術 と知識 は,集 団の生存上,適 応的意義を もつ ものである。 こうした点 に

注 目して航海術を論述す ることは,そ の社会的 ・経済的機能 をあき らか にする ことで

もあ り,「 伝統」 の意味を さぐるうえで も重要 と考 え られ る。

　 航海術 は,星 ・太陽 ・潮流 ・波 ・風 ・鳥 ・魚 などの,あ らゆ る自然現象を利用 して

お こなわれる。航海者は,そ うした さまざまな現象を,単 にバ ラバラにあるもの とし

てではな く,な ん らかの体 系性 をもつ もの として認識 してい ると考 え られ る。 また,

自然現象の解釈 や,そ れ らにあたえ られた価値 は,民 族や文化 によって異 なってい る。

航海術 は,こ うした自然認識や価値観を あき らかにする うえで,不 可欠 の問題 を提起

す る。

　 これ に くわえ,伝 統的な航海術が,近 代航海術の理論 や体系 と,ど の ような類似点

・相違点を有 しているのかを検討す る ことは,な おの こと重要であ る。 と くに,海 上

という単調な環境条件下 において,人 間 が自 らを どの ように定位す るか(オ リエ ンテ

ー ション)と いうことにつ いて
,比 較考 察する ことは,本 来 的に重要 な問題であると

考え られる。

　 上記 にのべた,い くつかの要点は,Satawal島 にお ける伝統 的航海術を総合的にあ

きらかにす るうえで,基 本的 な枠組みとなるで あろう。

3.目 的 と方法,お よび調査 地 につ い て

　本論は,Satawal島 に おける伝統的航海術 に関す る知識体系の うち,も っと も基本

的 とされ る知識項 目の記述 と分析をおこな うことを,お もな目的 としてい る。そのた

めに,Paafuu,yarowumw,yamasと よばれ る三つ の項 目を とりあげる。 これ らは,星 や

星座の位置に もとつ く方位 に関する知識であ るとともに,航 海術 にお ける空 間認識 に

かかわる内容をふ くんでいる。 その分析か ら,伝 統的航 海術における基本的な自然認

識のあ り方を あきらかに し,あ わせて,実 際 の航海に適用された場合の問題点 を指摘

してみたい。

　 伝統的航海術 に関す る知識 内容は,筆 者 が,Satawal島 に 滞在 中にえた資料に もと

ついてい る。 イ ンフォーマ ン トと して調査協 力をねが ったのは,い ずれ も,す ぐれた

Panu(航 海 術 を修得 した者 の総称)と み とめ られている もの7名 である。 なかで も,

Epeimwai氏(57歳),　 Ikirep氏(44歳),　 RepPanganap氏(66歳),　 Ewiyong氏

(76歳)が,も っとも主要 なインフォーマ ン トとなった。さ らに,Piainuk氏(49歳),

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 621
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Otoni三k氏(69歳),　 Makuf氏(77歳)に,情 報を提供 していただいた。

　情報収集は,お もにSatawal語 を通 じてお こな ったが,調 査の内容 に応 じて適時,

英 語通訳を介 した。

　 本論で もちいるSatawal語 の 表記は,基 本的 に,　Elbcrtの 『Puluwat　 Dictionary」

[ELBERT　 1972]に 準 拠 した。き らに,杉 田　 洋氏(東 京学芸大学助教授)の 御教示

をえて,以 下 の原則 にもとつ くことと した(表1)。

(1)母 音 は,i,e,a,u・ 今…u・6・6の9個 とする・.

　 (2)長 母 音は,五i,ee,　 titi,66な ど のように してあ らわす。

　 (3)'子 音 は,ch,　 f,　k,　m,　 mw,　 n,　ng,　P,　pw,　 r,　f,　s,　t,　w,　yの15個 とす る。

　 (4)重 複 子音は,cch,　 mmw,　 kkな どのよ うに してあ らわす。

　 (5)mw,　 pwは,そ れぞれm,　 pの 硬 口蓋音 で,別 の音素 である。

　調査地 のSatawal島 は,ミ ク ロネシアの中央カ ロリン諸島にある隆起サ ンゴ礁 島

である。その位 置は,北 緯7。21t,東 経147。02'に あ る。 カロ リン諸 島には,北 緯5。

か ら10。 に かけ,数 多 くの島 じまが東西 に鎖状に分布 している。Kosrae島 を東端,

Tobi島 を 西端 とす る地域を設定すれば,　Satawal島 は,経 度か らい って,そ のほぼ

中間 に位置するとい って よい(図1)。

　 さちに,北 はマ リアナ諸島,東 はマーシャル諸島,西 はフ ィリピン,南 はニューギ

ニアによって,そ れぞれか ぎられ る領域は,Satawal島 民 の航海術の知識を考 えるう

えで,重 要 とな る。 この点 は,念 頭 にいれて お く必要がある。

表lSatawa1語 音 声 表 記 表

(1)母 　 　音

狭

半狭

広

前舌　中舌 後舌

 1 e 

 a

 u  u 

 e   o 

a   o

(2)子 　　音

　 閉 鎖 音.

　 摩 擦 音

　 鼻　 音

　 ふるえ音

　 そり舌共鳴音

　 半 母 音

両唇音

 P 

  f 

m

 pw 

mw

歯茎音　 硬口蓋音 軟口蓋音
t 

 s 

n 

r

ch

 r 

 Y

k 

ng

 W
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図1カ ロ リ ン 諸 島
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　なお,Satawal島 の 行政,あ るいは,生 活 ・文化 に関す る概略については,す でに

発表 されているい くつかの論文 を参照 していただきたい[石 森　 1979:157-250,須

藤1979:251-284,石 森 　 1980:40-46,秋 道 　 1980a:47-54,須 藤 　 1980:55-

64]。

　 本研究 は,昭 和54年 度 文部省科学研究費補助金(海 外学術調査)に よる 「中央 カロ

リン諸島における伝統的航海術の民族学的調査」 の一環 と してお こな った ものであ る。

Satawal島 で は,共 同研究 者の石森秀三,須 藤健一(と もに,国 立民族学博物館助手)

と の共同調査 を実施 した。調査期間は,工979年5月 か ら1980年3月 までで ある。

N.Satawal島 に お け る伝統 的航 海 術

ユ.航 海術修得儀礼

　Satawa1島 においては,あ る男子が一人前の航海者として社会的にみとあられる過

程で,ppwoと よばれる航海術修得儀礼を通過することが必要とされた。 この儀礼の

なかで,す でに航海術を修得 した経験者か ら新入会者に,航 海術に関するさまざまな

知識項目が伝授された[須 藤　 1979:262]。

　第二次大戦後,島 民がキ リス ト教を受容することにより,PPωoの 儀礼はまった く

おこなわれな くなった。ppwoだ けでなく,航 海にかかわる一連の儀礼もすたれて し

まった。そのわけは,yanuと よばれる超自然的存在にかかわる伝統的な宗教体系と,

キ リス ト教的宗教体系の相剋にあったといってよい[石 森　1980:40-46]。

　 しか しなが ら,航 海術に関する技術的 ・実践的な知識自体は,航 海にとり不可欠の

ものであり,現 在なお生きた知識として,ひ ろく航海者に共有されている。このなか

には,星 や星座,太 陽,月 などの天文現象,波,風 潮流,嵐 の予測などの気象 ・海

洋現象,鳥,魚,そ の他の生物現象などをふくめた,自 然認識にかかわる知識がふく

まれる。さらに,そ うした自然現象(と きには,.超 自然的現象をもふ くめ)を 利用 し

ておこなわれる航法1島 の発見,定 位,漂 流のさいの対処法,操 船といった実際の航

海にかかわる知識も,ふ くまれる。

2.航 海術の知識に関す る一般的性格

　航海術 にかかわる知識 には,項 目として,一 つ一つ名称があた え られている場合が

ほ とんどで ある。 しか も,そ うした項 目は,修 得すべ き対象者の年令,知 識程 度,さ

らに項 目自体 の難易度などに応 じて,多 様化 している。
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　 たとえば,本 論で とりあげる ρα碗4,ク ∂わω翻 ω,クamasな ど は,も っとも基本 的な

性格の もので ある。現在 では,島 内のelementary　 schoolで,　 RepPanganap氏 が生

徒に教授 し,生 徒がそれ ぞれ ノー トに筆記す るという形で教育 されている。卿r伽7伽

mwoorと よばれ る　「嵐 の予測」 に 関す る 知識[秋 道　 1980b:1-51]は,か つては

ppwoの 儀 礼 のなかで修得された,や や高度 な知識項 目で ある。 もちろん現在で も,

比 較的若い者 を対象 として,,鋤 舩γ伽 彿ωoo7に 関 す る知識 が個人的 に伝授 されている

ことは言 うまで もない。 さらに,航 海術のなかで も,も っと も難 しい とされるノ診献 初

kiyekiy(「 敷物(タ コノキの葉製)を 開 く」 の意味)の 知識は,現 在,　 Satawal島 民

のなかで も,わ ずか数 名 しか知 っている者が ないとされている。 この場合,知 識の伝

授 とい うものは,非 常 にか ぎ られている ことになる。

　 こうした ことか らみると,航 海術 に関す る知識項 目とい って も,内 容的 には,ず い

ぶん と開 きがあ るといえる。 だれで もが知 り,ま た知 らねばな らない とい う,一 般的,

か つ普遍的 な性格の もの と,ご く一部のかぎ られた者 のみが知 っているという,特 殊

的,か つ秘儀的 な性格の もの,あ るいはその中間的性格の ものが,そ れぞれふ くまれ

て いるわ けである。

　 さ らに,そ れぞれ の知識項 目は,比 較的,ま とまった内容 を もってい るが,同 時に,

い くつかの知識項 目は,相 互に補 い,あ るいは関連 しあい,よ り大 きな知識項 目のな

か に統合 され る,と い う面 も指摘す ることがで きる。 この ことは,実 際 に航海がお こ

なわれ るさいの状況 を考 えてみれば よい。航海者 は,複 雑にか らみあ った 自然現象を,

瞬 時 に して判断 し,あ るいは,一 定時間内に生起 した諸現 象を総合的 に判断 した うえ

で行 動をおこさな ければな らないことが,多 々あ る。こうした判断の背景 となる知識あ

るいは理論が,統 合的な性格 を有 してい るとい うの も当然か もしれない。理論 と実践,

あ るいは,認 知と行動 とい う問題を考察す る うえで[AKIMIcHI　 1978:301-326],

航 海 術は,き わ めて重要な性格 を もってい るともいえる。

皿.伝 統的航海術の基本的知識

1.　 ス タ ー ・ コ ン パ ス

　 カ ロ リン諸島一帯では,星 の出没す る位 置が,方 位 として一定 してい ることに注 目

してつ くられた独特 の コンパ スが,航 海術 に利用 されてきた[KuBuRY　 l880:288-

289;KRAMER　 1932:302-303,1935:187,232,1937:134-137;GooDENouGH

1953:5-24]。 星 を もとに してつ くられた この コンパ スは,Satawal島 に おいて も知
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2a.ス タ_.コ ンパ ス(Satawa1島 民に よる考 え方)

2b ス ター ・コンパ ス(コ ンパ ス方位 に よ る もの)

図2ス ター ・コンパス(● は,星 の出没芳位をあらわす)
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られてお り,本 論では,こ れをスター ・コ ンパ ス(sidcreal　 compass)と 名 づ けるこ

とにす る。

　 Satawal島 で は,こ のスター・コンパ スにたい して,　naang,す な わ ち 「天空」 をあ

らわす ことばが もちい られ る。 方位を しめすためにち ぢい られ る星は,faldii　nangと

よばれる。ノ滋 は,「 星」 を一般 にしめす ことばである。

　 図2aが,問 題 となるスター ・コ ンパスであ る。 円周上 に,32の 星 が等間 隔に配列

されてお り,そ れぞれの星 は,一 つの方位を しめす ものと して,名 称があたえ られて

いる(表2a,2b)。 本 論 では,便 宜的 に,星 の占める位 置が しめす方 位にたい して,

P1か らP32ま で の番 号を もちいることにする。 たとえば,　P1は 北極 星のある真北

を,P17は,南 十字座 が南中す る真南 を,そ れぞれ しめ している。

　 このスター ・コンパスは,特 定 の星や星座 が,東 の水平線上 に出現す る位 置(一 方

位)と,西 の水平線上に没入する位 置(一 方位)を もとに してつ くられてい る。

　 「星が東 よ り出卑する」 ことは,taan,ま た はtakan,「 星 が西 に没入する」 こと1さ,

tuPωan,ま た はtonoiと 称 され る。本論で は,　taanとtuPωunの 用 語を採用する。 た

とえば,taan　 mayinapは,　 mayinapと い う星が出現 する方位(P9)を,　 tuPwun　 mdyinaP

は,mdyinaPが 没 入す る方位(P25)を,そ れぞれあ らわ している。

　 この場合,taan　 mayinapとtupwun　 mayinapの 位 置関係 は,南 北線をは さんで,左

右対称となる。同様に,他 の星 につ いて も,左 右対称的に配列 して おり,緬 伽=出 現

一束,tupwun=没 入=西 とい う二

項対立を考 えればよ一い ことにな右 。　　 表一Zaス ター一・一=一ンパスでもちいちれる星

ただ し,こ れには例外があ る。一

つ は,北 極星(fuusumwakut)の で

あり,「 動かない星」 とい う意味

が あ らわす よ うに,ス ター ・コン

パス上で一つ の位 置を 占め るだけ

で ある。 もう一 つ は,南 十字座

(pwuupw)で あ り,こ の星座は,

ス ター ・コンパス上で,五 つの位

置を占める。それ らを示す と,以

下 のようになる。

　 (1)南 十 字座 が出現す るときの

　位 置(taanupw)(図3a)。

Satawal語 名 和 名

 fittisumwakitt 

 mãyinpå.nefâng 

 w6n 

 yukuniik 
 men 

 mwrikâr 

wuun 

 pâyiyefâng 
 myinap 

 $yiyeer 
 y6iyen 
 sârepwen 
tumwur 

 mesariiw 

pwuupw

北極星

こぐま座ベータ星

おおぐま座アルファ星

カシオペア座アルファ星

こと座

おうし座

おうし座

わし座ガンマー星

わし座アルファ星

わ し座べ一タ星

オリオン座

からす座

さそり座アルファ星

さそり座

南十字座
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表2bス タ ー一　eコ ンパ ス上 の方 位 名称 と コ ンパ ス方 位

方位番号 Satawal語 名 コンパス方位

P1 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

P7 

 P8 

P9 

P10 

 P11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18 

P19 

P20 

P21 

P22 

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

P28 

P29 

P30 

P31 

P32

 fasumwakiit 

 tafin  mayinA.pânefâng 

 Wn  wene 
 táfin 

 tâân  meen 

 tâfin  mwAhrikfir 
 tâân  wuun 

 taan  pfiyiyeffing 

 tfián  mfiyinap 

 tâan  pâyiyeer 
 taan  yeniyen 

 taxi  sárepwen 

 taai tumwur 
 tâân  mesartiw 

 tanupw 

machimeyas 

wenewenenupw 

machimenetow 

tupwunupw 
tupwun  mesanlw 

tupwui  tumwur 

tupwui  shrepwen 
tupwun  yeniyen 

tupwun  p5.yiyeer 

tupwun  mAyinap 
tupwun  pAyiyefáng 
tupwun wuun 

tupwun  mwAhrikAr 

tupwun  meen 

tupwun 
tupwun  wene 

tupwun  mayinâpfineang

　　O。

14。

27。

33。

51。

66。

730

79。

81。

84。

91。

108。

117。

127。

154。

166。

180。

193。

206。

233。

243。

2520

269。

276。

279。

281。

287。

294。

309。

327。

333。

3460

　 (2)南 十 字座 が,東 か ら45。 の 角度まで上昇 したとき,あ るいは,ケ ンタウルス座

が 出現す るときの 位置(machime2as)。 　machは 「間」,　meは 「…… と……」,クas.は

「上」をそれぞれあ らわす(図3b)。 　 　　　　　　　　　　　 、　 '　　 一

　 (3)南 十 字座が,も っと も高 い真南 にきた ときの位 置(wenezeenenuPw)。 　wenewenen

は,「 ま っす ぐ上」 の意味(図3c)。

　 (4)南 十 字座が,西 か ら45。 の角度まで下 降 した とき,あ るいは,ケ ンタウルス座
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図3南 十 字 座 と 五 つ の 方 位

　　 (Lewis【1975]を もとに作成)

が,も っとも高 い真南に きた ときの位置(machimenetoω)。 　netoω は,「 西」 の意味(図

3d)。

　(5)南 十 字座が,没 入 するときの位置(tupωunupω)(図3e)。

　 したが って,ス ター ・コンパス上 に星が 占め る位 置は32で あ るけれど,実 質的 にも

ちい られる星 自体は,15と い うことになる(表2a参 照)。

　 ここで もっとも注意 しなければな らないのは,円 周上 に等間隔に配列 された星の位

置は,実 際 の観測 による位置とは,ほ とんどの場合,一 致 しない とい うことであ る。

表2bの 右欄 には,磁 気 コンパスによって観測 されたそれぞれの星の位 置(コ ンパ ス
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表3　 スター ・コンパスとコンパス方位による星の方位とその誤差

星の位置
(方位番号)

コンパス方位

による角度

　　θ(。)

ス ター ・コ ンパ ス

上 の角 度

　　 θ'(。) le-e'1(。)

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

Pg

P10

Pll

P12

Pl3

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

P32

0

14

27

33

51

66

73

79

81

84

91

108

117

127

154

166

180

193

206

233

243

252

269

276

279

281

287

294

309

327

333

346

0.00

11.25

22.50

33.75

45.00

56.25

67.50

78.75

90.00

101.25

112.50

123.75

135.00

146.25

157.5Q

168.75

180.00

191.25

202.50

213.75

225.00

236.25

247.50

258.75

270.00

281.25

292.50

303.75

315.00

326.25

337.50

348.75

0.00

2.75

4.50

0.75

6.00

9.75

5.50

0.25

9.00

20。25

21.50

15.75

18.00

19.25

3.50

2.75

0.00

1.75

3.50

19.25

18.00

15.75

21.50

17.25

9.00

1.25

5.50

9.75

6.00

0.75

4.50

2.75

方位,あ るいは,compass　 bearing:b'9が,北 極星 の位 置を0。 として,右 まわ り

の角度)に よ って しめ されている[RlsENBERG　 1976:93]。 この角度を,ス ター ・

コンパスと同様 にして,円 周上 にあ らわ したのが,図2bで あ る1)。

1)Risenbergの 論 文[1976:93]に は,こ の コンパ ス方 位 が,　Puluwat環 礁 で計 測 され た も ので

あ る 旨が記 載 され てい な い 。通 常,コ ンパ ス方 位 は,緯 度 が ちが え ば その 値 も異 な って くる。

Puluwat環 礁 とSatawal島 は,ほ ぼ同緯 度 上 に位 置す るた め,　Risenbergの 資 料[1976】 と筆

者 の資料(茂 在 ・松 木 氏 の御 教 示 によ る)と は,同 じ結 果 を え た。
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もし星 が等間 隔にな らんでいた ら,星 と星の間隔は,・1・25・(-311り にな るはず

であ るが,実 際は異 なって いる。 コ ンパ ス方位に よる度数 θと,ス ター ・コ ンパ ス

上で示される度数 θ'の誤差の絶対値 は,0。(北 極星,南 中時の南十字座)か ら,21.5。

(オ リオ ン座)ま で,バ ラツキがある。 もっとも,そ の誤差 を10。 以内 とす ると,全

体の約69%に あ たる22の 方 位が,そ のなかにふ くまれ る。5。 以 内の誤差 となると,

約 半分の14の 方位が,ふ くまれ ることになる(表3)。

　 実際の航海においては,星 を観察す るわ けで あるか ら,す くな くとも,そ の場合 に

即 していうか ぎり,ス ター ・コ ンパス上 の方位 が実際の コンパス方位 とずれてい るこ

とは,さ して問題 とはな らない。ただ,実 際 の方位 と10。 以内の誤差 内で対応す る星

を約7割 も有 したス ター ・コンパ スは,非 常によ くで きた ものであるとい うことに注

意 してお く必要が あるだ ろう。

　 また,コ ンパ ス方位上に示された星の位置をみ ると,個 々の方位のズ レは ともか く

も,全 体 として東 西方 向付近の方位が,よ り細分化 されてい ることがわか る(図2b

のP6～P11,あ るいは,　P23～P28を みれば よい)。 これにたい し,南 北方 向付近 の

方位 は,比 較的,均 等 に配 列されてい る。

　 カ ロリン諸島は,東 西 に長 く分布す る数 多 くの島 じまか らな っている。あ る島か ら

別の島をみた ときの方位 は,当 然,東 西方 向に近 くな ることが多 い。 このことが,東

西方向にたいす る認識の発達 を うなが した とす る推論[GooDENouGH　 l　953:5]は,

あ る意味で妥 当で ある。 カロ リン諸島の地理的位置関係 自体か ら,た とえば,こ の地

帯が,北 東 ない し東寄り の風が卓越す一る北東貿易風帯 と,北 赤道海流域一(海流が周年)

東 か ら西へ流れる)に 入 るとい う事実[海 上保安庁編 　 1975:32-33]も,上 記 の推

論を支持す ると考 え られ る。 さ らに,ス ター ・コ ンパス上で,東 一西に位置する 滋 一

yinap(わ し座 のアル ファ星)は,以 下 にのべるpaafuuや,yarowumwに お いて も,

つ ねに最初に言及される星で ある。 このほかに も,東 西の方位観 に関す る重要な事実

があるけれ ども,そ れ らは稿 をあ らためて,ち が った角度か ら論 じるつ もりで ある。

2.paafuu

paafuuとい うのは,「 星や星座(fuu)を 数 え る(paapa)」,と い う意味をあ らわす こ

とばである。paapaは,魚 とか ココヤシの実 とかを数 えるさいにももちい られる。 た

だ し,こ の場合,paafuuは,よ り具体的 には,前 述 したスター ・コンパス上に配 列

された32の 方位 名称を記憶す ることを意味す る。ふつ う,taan　 mdyinap(図2のP9)か

ら出発 して,時 計まわ りにあ らわれ る方位 名称をつ ぎつ ぎとおぼえて ゆ く方法が とら

れ る。
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3.yarowumw

　 ス ター ・コンパ ス上 にあるそれぞれの星 を一端 として,円 の中心を通 る線 をひ くと,

円の他端に,星 がそれ ぞれ対応す る。 こうした対応,な い し組合せ は,全 部で16通

りで きることになる。た とえば,P1と 対 応す るのは,　P17で あ り,　P5はP21と 対 .

を なす。 このよ うに,ス ター ・コンパス上 の直径の両 端に位 置す る星の 「対」の こと

は,yarowumw　panuwanと よばれ る。yarowumwは,「 対」,　Pantiwanは,「 相手」 と

い うことをあ らわ して いる。

　yarowumwと よばれ る項 目で修 得されるのは,方 位 に関する この16組 の組合せである。

その方法には,二 通 りあ る。第 一は,ク ∂ん魏 〃zωノ6ψ6疏 とよばれる もので,taan　 ma一

yinapか ら出発 して一定方 向(時 計 まわ り,あ るいは反時計 まわ り)に,あ る星 と直

径を はさんで対応す る星が示す一対の方位 名称 をのべてゆ くもので ある。 もう一つは,

まずtaan mayinapとtupwun mayinapの 関係 を言及 し,つ ぎに,東 西線をは さんで,

南 側 と北側にあ る星 を交互 にとりあげ,同 様 に星 と星 との対応か ら,一 対の方位名称

をのべ るものである。 これはyarowumw ruapeikと よ ばれ る。鋼ψθ猛 は,一 つ(ク θθω)

の側(peik),す な わ ち 「片方の」,　ruapeikは,二 つ(rttωOOtV)の 側,す なわ ち 「両側

の」 とい う意味をそれぞれあ らわす。両者の場合 と も,実 際 に口述す るしかたが きま

ってお り,taan mayinap yarowumwun tupwun mayinap, taan payiyefang yarowun

tupwun payiyeerとい うよ うにのべ られ る。

4.ｙamas

　 この項 目は,ス ター ・コンパ スの中心にカヌーを想定 し,カ ヌーの船首,船 尾,ア

ウ トリッガー側,プ ラ ットホーム側の4方 向に対応す る四つ の方位名称 を,一・一・一・一つ の組

合せ として理解す るための ものである。

　 た とえば,カ ヌーが北東 の方 向にむか ってい ると仮定 し,図4の ようにカヌーを想

定す ると,以 下の ような四つの方位 とカヌーの部位に関す る対応関係があき らか にな

る。

　 カヌーの船 首　　 　　 　　S5

　 カヌーの船尾　 　　一 　 S21

　 ア ウ トリッガー側 　 　　 　S29

　 プ ラ ッ トホーム側 　一 　S13　 　 　　　　　 、

　 カヌーの中心 を固定 した まま,そ の位 置を回転 させてゆ くと,そ れ に応 じて,船 首,

船 尾,ア ウ トリッガ ー側,プ ラ ッ トホーム側 とそれぞれ対応 する方位名称 も変化す る。
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この ようにして,カ ヌーを1回 転させ ることにより,32通 りの組合せがで きることに

なる。

ノamasと い うのは,　maasに 由来す ることばで,　maasは,カ ヌー船首 ・船尾 のV字

形 の部分(「 カヌーの眼」 とみなされ る)の ことをさ して いる。 また,maasは,「 さ

ししめす」 とい う意味に もちい られ ること もある。

　以上 にのべた カヌーの部位 と星の方位との対応関係は,以 下 のよ うに表現 され る。

 yamas waai faan  taan  meen (S5) mwurin waai faan tupwui tumur  (S21)  ftitii newan 

 kiyo tupwun  meen (S29) fuui  newai  suwa  taai tumwur (S13)

faanは,「 下」,　mwurinは,「 ……の後」,　waaは,「 カヌー」をあ らわす。

一般に
,船 首,船 尾,ア ウ トリッガー側,プ ラッ トホーム側に位置する星の ことは,

それ ぞれつぎのよ うに称 され る。

 fuun mmwane waa 

 fuun mwurin waa 

  fuui newan  kiyo 

 fuui newai suwa

カヌー船首の星

カヌー船尾 の星

kiyoの 間 の星

suwaの 間 の星
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　切6は,ア ウ トリッガー(taam)を さ さえる4本 の支柱 であ る(図4)。 　secωaは,

プ ラッ トホーム(ノePeeP)を さ さえ る2本 の木で ある(図4)。 声 痂newiZn勧6,声 漉

neωai　suwaの い ずれ も,kiyoとsuwaの 間 に見 ることので きる星,と い う意味をあ ら

わ している2)。

　 これ ら四つの星(の あ らわす方位)の うち,カ ヌーの船首 と船尾の星,ア ウ トリッ

ガー側 とプラ ッ トホーム側 の星 は,ス ター ・コンパス上 で考え ると,円 の中心をは さ

　 　 あいたい

んで相対す る。 しか も,2組 の対は,た が いに直交す る関係 にある。すなわ ち,2amas

は,た がいに直交す る2組 のyarowumw　panuwanを,カ ヌーの部位 との関連で言及す

る ことに他 な らない。

W.ス ター ・コンパ ス と自然 認識

1.ス タ ー ・コ ンパ ス と コ ンパ ス方 位

yar

owumwとyamasは,い ずれ もスター ・コンパスという,き わめて整合的 なシス

テムのなかで構成 され るサ ブ ・システムであ るといえる。 とい うのは,32の 星 が等間

隔に配列 されてい るか らこそ,yarowumwやyamasの サ ブ ・システ ムに整合性 があた

え られ るか らで ある。 も し,コ ンパス 方位 によ る星 の位 置を示 した 図 によって(図

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あいたい
2b),yarowumwやyamasの 内容 を検討す ると,相 対する二つの星を結 ぶ線が 円の中

心を通 るのは,P1-P17と,　 P18-P32の 場 合だけであることがわか る。その他 の

場合 は,一 直線上 にな らぶ ことはないのであ る。また,相 対す る二 つの星 を結ぶ2本

の線 が直交す る ことは,ま った くない。

　表4は,yarowumwに お ける16組 の対(実 際 には,32組 あ る)に おいて,相 対す る

二つの星 がなす角度を,コ ンパス方位 を もとにもとめて,180。(つ まり,一 直線 にな

る場合)か ら引いた絶 対値 を示 した ものである。 これによると,誤 差 は,0。 か ら23。

までであ った。

　表5は,yamasに お いて,四 つの星か らな る8組 の対応関係(実 際 には,32組 あ る)
　 　 　 　 　 あい

において,相 となりあ う二つ の星がなす角度 を,コ ンパス方位 を もとに して もとめ,

90。(つ まり,相 とな りあう二つの星 のなす角度が直交する場合)か ら引いた絶対値を

示 した ものである。 これに よると,誤 差の値は,2。 か ら,36。 ま で とバ ラツキが ある

(図5参 照)。

2)「 カ ヌー船首の星」と 「カヌー船尾の星」についても,ち ょうど,カ ヌーのmaasの 間に見

ることができる。星の位置をたしかめるさい,カ ヌー部位がた くみに利用されている。
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表4/iiozvumtv　 Panabwanと コ ンパ ス方位 によ る角 度 差

 yâfowumw  paniiwan

ユンパス方位

による角度差

　　　(。)

180。との誤差
の絶対値

　　　(。)

P1-P17

P2-P18

P3-P19

P4-P20

P5-P21

P6-P22

P7_P23

P8-P24

P9-P25

P10-P26

P11--P27

P12-P28

P13-P29

P14-P30

P15-P31

P16.一一P32

　　0

179

179

200

201

203

203

197

198

197

196

186

192

200

179

180

　0

　1

　1

20

21

23

23

17

18

17

16

　6

12

20

　1

　0

図5　 コンパス方位をもとにした場合の ■amasの 検討

　　　 (図のd-c,c-aが それぞれなす角度は,■afeωumω

　　　 におけるコンパス方位上の角度差をあらわす。)
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表51"amasに お け る 角 度 土 の ズ レ

yamasの 組 合 せ
yamasで,た がいに相 となりあう二つの方位
の角度差と直角からの誤差(単 位:。)

(a,b,c,d) 90。 一 θ1* 2700一 θ2**　 　　　goo一 θ3***　 　　goo一 θ4****

(P1, P9, P17, P25) 

(P2, P10, P18, P26) 

(P3, P11, P19, P27) 

(P4, P12, P20, P28) 
(P5, P13, P21, P29) 

(P6, P14, P22, P30) 

(P7, P15, P23, P31) 
(P8, P16, P24, P32)

　9

20

26

15

24

29

　9

　3

　9

　3

10

　9

12

　9

10

　3

　9

19

25

35

36

35

25

20

　9

　2

　9

29

24

15

26

20

　 *θ1;b-aの な す角 度,**θ2;d-aの なす 角 度,***θ3;c-bの なす 角 度,
****θ4;d-cの なす 角度

　両者 にみ られ る誤差 を,単 純な平均値 としてあ らわす と,だ いたい,12。 と17。 と

いうことにな る。

2.ス ター ・コ ンパ ス と 空 間 認 識 モ デ ル

　 ここで,ふ たたび実際 の航海 とい う状況に即 して,上 記 の問題を考 えて みよう。そ

もそも人間は,相 対す る二つの星ない し方位 を,同 時 に観察する ことが できない,と

い うことに注意す る必要が ある。前をむいて も,右 をむいて も,相 手 の星 は,つ ねに,

身 体 の後や左 側に くる ことにな る。すなわち,yarowumwやyamasが 実 際 に応用され

るさいには,一 つの星,あ るいは方位を知 ることにより,他 の一つ ない し,三 つの星

(=方 位)を 想起 する,と い う認識のされ方が なされてい ることになる。

　海上 とい う単調 な環境下 におけ る空 間認識 のあり方を,図6の ような模式図によ っ

て,説 明してみ ることに しよう。

　 いま,人(S)が,あ る方位Aを 前方 にみた とす る。yarowumwの システ ムでは,人

の真 うしろに,方 位Bが くることになる。 さ らに,yamasの シ ステ ムにしたが うと,

人 の右側 に方位Cが,左 側 に方位Dが,そ れぞれ想起 され ることになる。結局 ある

方位Aを 認知す ることによ り,他 のB,C,　 Dと い う3方 位 が,確 定 され ることにな

る。つま り,人 が,空 間上 で定位 され る(二 つの直線 の交点 に人が位 置す るとい う点

で)こ とになる。 この場合,ス ター ・コンパスは,あ くまで,そ うした認識を可能 に

す るための,い わば一般的 モデル なのであ る。二っの相対す る星が,実 際 には,人 間

を中心にす えた場合,一 直線上 にならばな くとも,ス ター ・コンパ スでは,そ のよ う

にな っていること自体 が重要 なので ある。
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　スター ・コンパスにあ らわ され るモデル的性格 は,基 本的に,空 間 のなかで どのよ

うに自 らを定位す るか,と い う自然認識の問題 に深 くかかわ っている。 このことを,

別 の角度か ら検討すると,さ らに興味あ る事実 が判明す る。現在,Satawa1島 の 航海

者に とり,近 代的航海術で もちい られ る磁気 コンパスを有 してい ること自体,羨 望の

的 とな っている。そ もそ もこ うした磁気 コンパ スは,購 入 された り,座 礁 した漁船 な

どか らの もちだ しにより獲得 された ものであ る。購入 しよ うと思 って も,1台 数百 ド

ル もす るので,島 民 にとっては,高 嶺の花であ る。

　では,な ぜ磁気 コ ンパスが入用 とされ るのか といえば,一 般的には,夜 間,星 をみ

ることがで きない雨天時や,あ るいは日中において も,方 位 を知 ることがで きるか ら

で ある。 しか し,そ れ にもま して重要 なのは,磁 気 コンパスが,伝 統的に もちい られ

てきたスター ・コンパ スと,き わめて類似 した性格の ものであ ったか らである。 この

ことは,わ れわれが,登 山な どに もちいる簡単な磁石 とスター ・コンパス(図2a)を

比較 してみれば よい。形が同 じ円形を してお り3),そ れ ぞれの方位 は,上 下左 右に関

して対称的である。 また,磁 気 コンパ スにはす くな くともスター ・コンパスにおける

32方 位,ま たはそれ以上 こまか く,方 位がきざまれてい る。

y飯owumw一 システム　　　　　　　　　　　　　　yamas一 システム

　　　　　　　　　図6yarowumwとyamasに お ける空間認識

　　　　　　　　　　　(●は,星 の位置または方位をあらわす。)

3)円 形 の ス ター ・コンパ ス以 外 に,方 形 の もの も しられ て い る。
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　このように,単 に便利であるからというだけでな く,方 位に関する伝統的な認知体

系が,磁 気コンパスにもうまく適用されうるという事実を見のがしてはならない。逆

に,磁 気コンパスが導入されても,基 本的な認識体系の構造的な変化がともなわなか

ったともいえる。

V.お わ り に

　本論では,カ ロ リン諸 島で伝統的に もちい られて きたスター ・コ ンパスを中心にす

え,航 海術 にとって もっとも基本的なpaafuu,yarowumw,yamasと い う三つの知識項 目

につ いて論述 してきた。 そ して,星 の出没現象 に着 目 して きめ られた32の 基本的な方

位 によ り,空 間認識が なされ ることがあ きらか にな った。その前提 と して もちい られ

るスター ・コンパ スは,き わめて整合的であ り,ま た抽象度の高 い性格を もってい る。

このことは,今 後 の研究 を展開 してゆ く上で,い くつかの示唆をあたえると思われ る。

第1に,そ の抽象 的な性格か ら,ス ター ・コンパ ス自身が,多 義的な性格 を もち,航

海術 にかかわるさまざまな知識が,そ のなかに体系化 されてい るとい う可能性が ある。

じつ は,本 論であつ かったyarowumwやyamasに お ける二項対立的な要素 のほか に,

Satawal島 民 の自然観や世界観 にかかわ る複合 的な要素が,ス ター ・コンパ スに内在

しているのである。筆者 は,こ のことにつ き,今 後,稿 をか さね るなかで次第 にあき

らかに して ゆきたい と考 えている。

　第2に,ス ター ・コンパスの整合性が高い ことか ら逆 に,実 際に航海 をおこな うさ

い,さ まざまな問題がお こる ことが予想 され る。た とえば,ス ター ・コンパ スと コン

パス方位 との間 には,ズ レがあった。実際 に,あ る島か ら別の島の位置す る方位 をあ

らわす さいに も,32の 方 位名称が もちい られ る。その場合,方 位 にズ レがあると,目

的の島にたど りつ けないのではないか,と い う懸念 が生 じる。 この問題は,本 論 のま

さに延長線上 にあ るので,別 稿で くわ しくとりあげる予定で ある。

　 第3は,整 合的で あるとい うこととあいま って,ス ター ・コンパ スが,か つては,

カ ロ リン諸島一帯で ひろ くもちい られていた ことの意味づけである。 もし,伝 統的な

コンパ スが,よ り正確 に星 の出没位置を反映 しているもの(す なわち,コ ンパス方位

に もとつ いた ような もの)で あれば,そ うした コンパ スが,緯 度 が少 しつつ異な る数

十 もの島 じまで,等 しく使 われ ることはなか った,と 筆者は推論 している。 この こと

をいいか えれば,円 周上 に,等 間隔 に配列された もので あったか らこそ,多 少の緯度

の差異 にかかわ りな く,広 範囲 な地域で もちい られて きた といえる。 この ことは,民
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族移動 とい う問題 を考 えるさいに も,重 要 な示唆を与え る。移動 その ものが,東 西方

向に沿 ってお こなわれ るか ぎり,ス ター ・コンパスは有効 である。 しか し,移 動 が

南北数百キ ロメー トル以上 にわたるよ うな場合,当 然,修 正 すべ き点が生 じて くる。

この ことは,た とえば,Sonsorol島,　 Pulo　 Anna島,　 Merir環 礁 などの島 じま4)

で は,か つて,南 北方 向をより詳細に区分す るスター・コンパ スを有 していた[EILER

l935]と い うことか らも,推 測する ことがで きる。 これ らの島 じま と,北 方のパ ラオ

諸 島,ヤ ップ諸島など との地理的関係に より,Satawal島 とは異 な った スター ・コ ン

パスが生 みだ された と考 えて もよいだ ろう[GooDENouGH　 1953:5]。 こ う した意

味で,カ ロ リン諸島におけるスター ・コンパスを,相 互 に比較す る試 みは,是 非 とも

試みてみたい。

　第4は,ス ター ・コンパスを使 って,い かに知識情報 を学習 し,い か に自然認識の

手 だてとす るか とい う問題 である。 口か ら口へと航海術 の知識を継承 してきた人 びと

に とって,こ の問題は,非 常 に重要であ ったはず である。

yarowumwやyamasで あ き らか にな ったよ うに,ス ター ・コンパス上 に32あ る方位

名称は,い くつかの方法 を通 じて記憶 され る。 こうした方法は,複 雑に入 り組 んだ 自

然現象 や,そ こか ら派生 す るぼ う大な情報を,適 切 に処理す るための,い わば文化的

な方策 であるということができる。一見,バ ラバ ラにみえる知識が,ど のよ うな認識

手段や過程 を通 じて情報処理化 され るか,と い う問題 は,や は り意識 してと りあつか

わなければな らない。すでに,Hageは,　 Puluwat環 礁 にお ける航 海術の知識項 目か

ら,思 考プ ロセスと一しての一記憶構造(mnemonic-structure)一 について言及 して いる

[HAGE　 1978:81-95]。 ま た,　 Alkireは,　 Woleai環 礁 の調査か ら,時 間や空間 の

認識において,二 項 対立的要素が抽出で きるとして いる[ALKIRE　 l970:484-493]。

こ うした問題 をと らえ る場合,さ らに詳細な資料の分析 が必要 とおもわれ る。

　 以上のべた四つ の点をふ まえ,伝 統的航海術を,多 角的に論述 して ゆきたい。 その

意味で,本 論であつか った内容は,つ ね に対照す るにた ると思 われ る。
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